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NX CR CA NX CR CA NX CR CA NX CR CA NX CR CA NX CR CA NX CR CA

1 表題欄情報と3DAモデルとが同時に参照できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 表題欄情報は3DAモデルとは別に拡大，縮小ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S1 記載内容は3DモデルもしくはPDM情報で参照できる ○ ○ ○

分類
標準化課題

（表記）
検証要件

1 表題欄 1 表題欄情報

Part8

Strut

Part2

Diff

Part3

Connrod

Part4

Hood

Part5

TV

Part6

Cylinder

Part7

Tank

総合評価

本書の使い方

 本書は検証要件に対するベンダー検証結果のJAMAによる総合評価と、NX,Creo,CATIAのベンダー検証結果を，要件毎に
記載した。

 検証要件と，Part１の「6 要件（表記）に対する部品毎の検証結果一覧」及び「付録 要件（表記）に対する部品の適
用一覧」とを，要件番号で関連させた。

（補足）以下はDifferentialの例

要件番号

レポートPart番号

要件番号

例︓Part1 3DA組⽴モデル検証結果まとめ「6 要件に対する部品毎の検証結果一覧」より
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ベンダ検証結果を，JAMA3D図面JIS化検討タスクにおいて，評価基準に従い総合評価した。

 評価基準
 製図

・表記︓表し⽅の要件
○︓要件通り
△︓要件通りではないが、設計指⽰として許容可能
×︓要件通りではなく、設計指⽰として許容不可能

・連携︓要素間連携指⽰のある要件
○︓連携できる
△︓部分的に連携できる
×︓連携できない

 工数
・⼯数︓標準機能でどこまで対応可能か
○︓標準機能がある
△︓2機能の組合せにて可能
×︓3機能以上の組合せにて可能

補足）検証結果の評価
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モデルイメージ

Use Case（使用実例）

業種（工程） ：

製品カテゴリー ：

主要標準化課題

概要

部品構成の指示
組⽴要領の指⽰、要求品質等の指⽰

フロント フード

自動車

• 組⽴部品構成
• 構成部品モデルの3DA図示（溶接指示などのアノ
テーションの要不要）

• 複数適用個所がある部品
• 2D図部品（図面との関連、属性化など）
• 部品結合（溶接、接着、クリンチング）
• 座標系の持ち方（構成部品とアセンブリ時の関
係）

• 設計変更
• 2D指示（断面の活用）

（アウター非表示状態）
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概要

① ② ⑥④

左右対象部品

⑤

左右2個使い

③

HOOD PANEL F OUT

REINF HOOD LOCK CT

HOOD PANEL F IN

REINF HOOD HINGE CPL 左
REINF HOOD HINGE CPL 右

REINF HOOD STAY

BRKT HOOD LOCK CPL

HOOD COMPL F

W/B

W/N

LOCK PARTS

5751199200

INDEX

①

②

③

④

⑤

⑥

組立図（INSTL図）

5731199000

⑦

⑧

ADHESIVE

SEALER

0029402010

5710099000

5750099010

5720099110

5730099000
5730099010

0029419000

構成部品番号 員数

1

1

1

1
1

2

1

＊

＊

部品構成

⑦工業用接着剤

⑧マスチックシーラー
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検証要件1

管理情報

部品構成欄

項目 No. 内容 補足

分類 2 部品構成

標準化課題 1 組⽴部品構成 標題欄の作成

要件

H1 部品モデルと表題欄の部品構成欄と関連付け セレクトするとハイライトなどする

H2
部品番号，部品名称，個数，材料など，組⽴図に必要な
構成部品を標題欄の部品構成欄を作成する

H3 部品構成欄とのリンク関係がある

P3を参考に作成
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検証要件毎の総合評価 1

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 部品構成

標準化課題 1 組⽴部品構成

要件

H1 部品モデルと表題欄の部品構成欄と関連付け

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ △

H2
部品番号，部品名称，個数，材料など，組⽴図に必
要な構成部品を標題欄の部品構成欄を作成する

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ △

H3 部品構成欄とのリンク関係がある

○ ○ ○

○ ○ ○

× ×

NX Creo CATIA
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検証要件毎のNX検証結果 1

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 部品構成

標準化課題 1 組⽴部品構成

要件

H1 部品モデルと表題欄の部品構成欄と関連付け ○ ○ ○

H2
部品番号，部品名称，個数，材料など，組⽴図に必
要な構成部品を標題欄の部品構成欄を作成する

○ ○

H3 部品構成欄とのリンク関係がある ○ ○ ○
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検証要件毎のCreo検証結果 1

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 部品構成

標準化課題 1 組⽴部品構成

要件

H1 部品モデルと表題欄の部品構成欄と関連付け ○ ○ ○

H2
部品番号，部品名称，個数，材料など，組⽴図に必
要な構成部品を標題欄の部品構成欄を作成する

○ ○ ○

H3 部品構成欄とのリンク関係がある ○ ○ ○
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検証要件毎のCATIA検証結果 1

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 部品構成

標準化課題 1 組⽴部品構成

要件

H1 部品モデルと表題欄の部品構成欄と関連付け ○ ○ ○ △

H2
部品番号，部品名称，個数，材料など，組⽴図に必
要な構成部品を標題欄の部品構成欄を作成する

○ ○ ○ △

H3 部品構成欄とのリンク関係がある × ×
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検証要件毎のCATIA検証結果 1
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検証要件毎のCATIA検証結果 1



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 1

H3. 部品構成欄とのリンク関係がある
⇒（例）部品構成欄の部品に対して、2D断面図指示有無の情報をマクロにて記載可能。
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分類 標準化課題 要件
補足

No No No

8
形状，
⾒栄え

2
保存Viewの
用い方

H1 断面（2D）状で詳細図が示せる。

H2 3Dモデルの断面位置と断面図がリンクしている

H3
断面図の部品をセレクトすると部品（3Dモデ
ル）がハイライトする

セレクトするとハイライトなどする

4
部品結合
の種類

2
接着剤による
接着方法

H1
工業用接着剤の塗布範囲は補足幾何形状で
示す。塗布する部品（HOOD PANEL F IN）
とはリンク関係を持つ

２ 構成部品 9
構成部品への
要求事項の指示

H1
品質要件のアノテーションと部品（HOOD
PANEL F IN）とはリンク関係を持つ

セレクトするとハイライトなどする

11 その他

7 かしめ H1 かしめに関する品質要件について詳細図が示せる

9 その他 H1
個別に印刷が出来る。または電子データとして出
⼒できる

検証要件２-1
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1. マスチックの各接着位置の座標情報は、車体の絶対座標系とする。
2. 断面（2D）状で詳細図を示す。断面A&B

3. 工業用接着剤の塗布範囲指示は、HOOD PANEL F OUT と HOOD PANEL F IN との
接着範囲を補足幾何形状で示す。塗布は、HOOD PANEL F IN でありリンク関係を持
つ。

4. 任意の部位を断面（2D）状の詳細図で示す

検証上の補足 検証要件 2-2

2D指示例

2D指示例
断面（K）断面（K）

接着剤はHOOD PANEL F IN に塗布する

マスチック塗布マスチック塗布

工業用接着剤塗布範囲指示工業用接着剤塗布範囲指示

断面指示断面指示

断面B断面B

断面A断面A
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2D指示例

詳細図示（M）詳細図示（M）

1. かしめに関する品質要件の詳細図（M）を保存Viewなどの機能で示す。

※寸法値は形状に合わせアレンジしてください。アノテーションは2D指示
例を参考にして下さい。

※こういった形状ではモデル化は不可能な
ので、現場には品質要件を指示します。
検証ではフェイクでOKです。

この周辺の形状を任意で選定

検証上の補足 検証要件 2-3
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検証要件毎の総合評価 2

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 8 形状，⾒栄え

標準化課題 2 保存Viewの用い方

要件

H1 断面（2D）状で詳細図が示せる。

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

H2 3Dモデルの断面位置と断面図がリンクしている

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

H3
断面図の部品をセレクトすると部品（3Dモデル）がハイラ
イトする

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA
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検証要件毎の総合評価 2

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 2 接着剤による接着方法

要件 H1
工業用接着剤の塗布範囲は補足幾何形状で示す。塗布
する部品（HOOD PANEL F IN）とはリンク関係を持つ

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA
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検証要件毎の総合評価 2

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H1
品質要件のアノテーションと部品（HOOD PANEL F
IN）とはリンク関係を持つ

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎の総合評価 2

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 11 その他

標準化課題 7 かしめ

要件 H1 かしめに関する品質要件について詳細図が示せる

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

標準化課題 9 その他

要件
H1 個別に印刷が出来る。または電⼦データとして出⼒できる

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA
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検証要件毎のNX検証結果 2

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 8 形状，⾒栄え

標準化課題 2 保存Viewの用い方

要件

H1 断面（2D）状で詳細図が示せる。 ○ ○

H2 3Dモデルの断面位置と断面図がリンクしている ○ ○ ○

H3
断面図の部品をセレクトすると部品（3Dモデル）がハイライトす
る

○ ○ ○

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 2 接着剤による接着方法

要件 H1
工業用接着剤の塗布範囲は補足幾何形状で示す。塗布する
部品（HOOD PANEL F IN）とはリンク関係を持つ

○ ○ ○

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H1
品質要件のアノテーションと部品（HOOD PANEL F IN）とは
リンク関係を持つ

○ ○ ○

分類 11 その他

標準化課題 7 かしめ

要件 H1 かしめに関する品質要件について詳細図が示せる ○ ○ ○

標準化課題 9 その他

要件 H1 個別に印刷が出来る。または電⼦データとして出⼒できる ○ ○
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検証要件毎のNX検証結果 2
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検証要件毎のCreo検証結果 2

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 8 形状，⾒栄え

標準化課題 2 保存Viewの用い方

要件

H1 断面（2D）状で詳細図が示せる。 ○ ○ ○

H2 3Dモデルの断面位置と断面図がリンクしている ○ ○ ○

H3
断面図の部品をセレクトすると部品（3Dモデル）がハイライトす
る

○ ○ ○

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 2 接着剤による接着方法

要件 H1
工業用接着剤の塗布範囲は補足幾何形状で示す。塗布する
部品（HOOD PANEL F IN）とはリンク関係を持つ

○ ○ ○

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H1
品質要件のアノテーションと部品（HOOD PANEL F IN）とは
リンク関係を持つ

○ ○ ○

分類 11 その他

標準化課題 7 かしめ

要件 H1 かしめに関する品質要件について詳細図が示せる ○ ○ ○

標準化課題 9 その他

要件 H1 個別に印刷が出来る。または電⼦データとして出⼒できる ○ ○ ○
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検証要件毎のCreo検証結果 2

断面（2D）状で詳細図が示せる
3Dモデルの断面位置と断面図がリンクしている

8.2 H1,H2
グラフィックウィンドウで部品を選択
すると選択した部品がハイライト

8.2 H3

モデルツリーで部品をクリックすると
モデルがハイライト

4.2 H1

「ADHESIVE」からサーフェスを「HOOD PANEL F IN」
にコピー（リンク）し、「指定範囲」機能で工業用接着剤
の塗布範囲を示す

2.9 H1
11.7 H1

テキストをクリックすると
部品がハイライト
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検証要件毎のCATIA検証結果 2

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 8 形状，⾒栄え

標準化課題 2 保存Viewの用い方

要件

H1 断面（2D）状で詳細図が示せる。 ○ ○ ○ ○

H2 3Dモデルの断面位置と断面図がリンクしている ○ ○ ○ ○ ○ ○

H3
断面図の部品をセレクトすると部品（3Dモデル）がハイライトす
る

○ ○ ○ ○ ○ ○

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 2 接着剤による接着方法

要件 H1
工業用接着剤の塗布範囲は補足幾何形状で示す。塗布する
部品（HOOD PANEL F IN）とはリンク関係を持つ

○ ○ ○ ○ ○ ○

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H1
品質要件のアノテーションと部品（HOOD PANEL F IN）とは
リンク関係を持つ

○ ○ ○ ○ ○ ○

分類 11 その他

標準化課題 7 かしめ

要件 H1 かしめに関する品質要件について詳細図が示せる ○ ○ ○ ○

標準化課題 9 その他

要件 H1 個別に印刷が出来る。または電⼦データとして出⼒できる ○ ○ ○ ○



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 2

8.2.H1
断面（2D）状で詳細図が示せる。
⇒3Dモデルから断面位置を指定して、詳細図の作成が可能。



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 2

8.2.H2
3Dモデルの断面位置と断面図がリンクしている
⇒モデル上で示した断面位置とはリンクしているが、
新たな断面位置での2D図上の形状線（交差線やハッチング）は再度作成する必要がある。

8.2.H3
断面図の部品をセレクトすると部品（3Dモデル）がハイライトする
⇒2D断面図上の背景に要素を表示することも可能。この要素を選択すると3Dモデル側もハイライトされる。



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 2

4.2.H1
工業用接着剤の塗布範囲は補足幾何形状で示す。塗布する部品（HOOD PANEL F IN）とはリンク関係を持つ
⇒3D注記を選択することで、関係する対象部品の確認が可能（ハイライト）。



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 2

2.9.H1
品質要件のアノテーションと部品（HOOD PANEL F IN）とはリンク関係を持つ（ハイライトなどする）
⇒アノテーションと3Dモデルとツリーはリンク関係を持つ（相互にハイライト可能）



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 2

11.7.H1
かしめに関する品質要件について詳細図が示せる



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 2

11.9.H1
個別に印刷が出来る。または電⼦データとして出⼒できる
⇒断面図をシート別にすることで、表題欄も含めて出力が可能。



Transition 3DAMS to JIS Task

検証上の補足
1. スポット溶接指示 JISB0060 第6部（溶接）に従う。

形状モデルとは別の区分けをする。仕様ツリー分けなど。

2. すみ肉溶接指示
構成部品 BRKT HOOD LOCK CPL での溶接指示（アノテーション類）は非表示とする。

ただし、アーク溶接の補足幾何形状は表示される。

溶接3枚打ち指示溶接3枚打ち指示

溶接2枚打ち指示溶接2枚打ち指示

3か所3か所

2か所2か所

項目 No. 内容 補足

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 3 溶接による部品結合方法 スポット溶接、すみ肉溶接などの表し方

要件

H1
スポット溶接指示 JISB0060 第6部（溶接）に従った
3DA組⽴図を作成する

H2
構成部品の溶接指示（記号、アノテーション）は非表示だが、
補足幾何形状、スポット溶接記号は表示される

※JIS要件の今後の検討課題

検証要件3



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎の総合評価 3

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 3 溶接による部品結合方法

要件

H1
スポット溶接指示 JISB0060 第6部（溶接）に従った
3DA組⽴図を作成する

○ ○

○ ○ △

○ ○ ○ ○ ○ ○

H2
構成部品の溶接指示（記号、アノテーション）は非表示だ
が、補足幾何形状、スポット溶接記号は表示される

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のNX検証結果 3

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 3 溶接による部品結合方法

要件

H1
スポット溶接指示 JISB0060 第6部（溶接）に従った
3DA組⽴図を作成する

○ ○

H2
構成部品の溶接指示（記号、アノテーション）は非表示だ
が、補足幾何形状、スポット溶接記号は表示される

○ ○



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCreo検証結果 3

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 3 溶接による部品結合方法

要件

H1
スポット溶接指示 JISB0060 第6部（溶接）に従った
3DA組⽴図を作成する

○ ○ △

H2
構成部品の溶接指示（記号、アノテーション）は非表示だ
が、補足幾何形状、スポット溶接記号は表示される

○ ○ ○



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 3

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 4 部品結合の種類

標準化課題 3 溶接による部品結合方法

要件

H1
スポット溶接指示 JISB0060 第6部（溶接）に従った
3DA組⽴図を作成する

○ ○ ○ ○ ○ ○

H2
構成部品の溶接指示（記号、アノテーション）は非表示だ
が、補足幾何形状、スポット溶接記号は表示される

○ ○ ○ ○ ○ ○



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 3
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検証要件毎のCATIA検証結果 3



Transition 3DAMS to JIS Task
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検証要件毎のCATIA検証結果 3



Transition 3DAMS to JIS Task

検証要件4

分類 標準化課題 要件
補足

No No No

２ 構成部品 9
構成部品への
要求事項の指示

H2 寸法を指示する
フードコンプルのアセンブリ後に
製造ラインサイドでの簡易検査
する場合をユースケースとする

7
部品位置
（静的、
動的）

3
保存Viewの
用い方

H1

3DA組⽴図には、アセンブリされる構成部品の⾞
体座標系からの座標（相対座標）と、フードコン
プル自体のある基準からのアセンブリ座標系（絶
対座標系）を持つ

従来手法である“番線”につい
て、3DA組⽴図ではどのように
踏襲するか、またはできるか

10 設計変更 1
設計変更の表し
方

H1
設変（10.1.H2）による設変前の寸法を保持す
る

※設変履歴の3DAモデル内部
での保管方法を今後検討する



Transition 3DAMS to JIS Task

1. フードコンプルの組み立てる際の各構成部品の取り付け位置の指示
① データムA（GH：ゲージホール）は絶対座標値を持つ
② 取付位置座標は、車体の座標系（絶対座標）とデータムAからの座

標を持つ。
③ フードインナーの穴には、REINF HOOD HINGE CPL が取り付くリン

ク等の情報を持つ。

2. 寸法指示 ※寸法指示位置は下図にてお願いします。
データムAから、-Z番線の投影で定義する

※データムAはZ番線に平行な平面を確保。
→アノテーション平面を設定する。

車体の座標系車体の座標系

（補足）番線について

ゲージホールゲージホール

※番線に平行

2D指示例

組み立て状態組み立て状態

取付位置座標取付位置座標データムA （GH）データムA （GH）

検証項目1③. 補足

※GH＝ゲージホール

検証上の補足 （検証要件 4）



Transition 3DAMS to JIS Task

データムAデータムA

検証項目2. 補足

溶接ボルトの軸中心と
ボルト上面の交点で設
定する

ゲージホールの中心
（Z方向はインナーの今
見えている面）

溶接ナットの上面とした穴の
中心軸（ナット中心軸と同）の
交点で設定する

ストライカ（鋼線材）の
全幅の中心と外殻の
交点で設定する

XY面（Y=0）の断面

寸法設定
点

検証上の補足 （検証要件 4）



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎の総合評価 4

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H2 寸法を指示する

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

分類 7 部品位置（静的、動的）

標準化課題 3 保存Viewの用い方

要件 H1
3DA組⽴図には、アセンブリされる構成部品の⾞体座標系
からの座標（相対座標）と、フードコンプル自体のある基準
からのアセンブリ座標系（絶対座標系）を持つ

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H1 設変（10.1.H2）による設変前の寸法を保持する

○ ○

○ ○ △

○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のNX検証結果 4

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H2 寸法を指示する ○ ○

分類 7 部品位置（静的、動的）

標準化課題 3 保存Viewの用い方

要件 H1
3DA組⽴図には、アセンブリされる構成部品の⾞体座標系
からの座標（相対座標）と、フードコンプル自体のある基準
からのアセンブリ座標系（絶対座標系）を持つ

○ ○

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H1 設変（10.1.H2）による設変前の寸法を保持する ○ ○



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のNX検証結果 4



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCreo検証結果 4

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H2 寸法を指示する ○ ○ ○

分類 7 部品位置（静的、動的）

標準化課題 3 保存Viewの用い方

要件 H1
3DA組⽴図には、アセンブリされる構成部品の⾞体座標系
からの座標（相対座標）と、フードコンプル自体のある基準
からのアセンブリ座標系（絶対座標系）を持つ

○ ○ ○

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H1 設変（10.1.H2）による設変前の寸法を保持する ○ ○ △



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 4

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 2 構成部品

標準化課題 9 構成部品への要求事項の指示

要件 H2 寸法を指示する ○ ○ ○ ○

分類 7 部品位置（静的、動的）

標準化課題 3 保存Viewの用い方

要件 H1
3DA組⽴図には、アセンブリされる構成部品の⾞体座標系
からの座標（相対座標）と、フードコンプル自体のある基準
からのアセンブリ座標系（絶対座標系）を持つ

○ ○ ○ ○

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H1 設変（10.1.H2）による設変前の寸法を保持する ○ ○ ○ ○



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のCATIA検証結果 4
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検証要件毎のCATIA検証結果 4
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検証要件毎のCATIA検証結果 4
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検証要件毎のCATIA検証結果 4



Transition 3DAMS to JIS Task

項目 No. 内容 補足

分類 11 その他

標準化課題 6 部品外形状
治具位置等、周辺部品等参照形状の組⽴図での
指示と3Dモデルの持ち方

要件

H1 治具の設定指示をする

H2 断面（2D）状で詳細図が示せる 治具の設定指示

H3 ゲージピンと3DA組⽴図は区別されている 構成部品欄とは別の管理⼿法があるとよい

H4 ゲージホールの用途とゲージピンがリンク関係を持つ

検証要件5



Transition 3DAMS to JIS Task

1. 治具指示
① データムA他のゲージホールに治具がセットされる。

→治具形状を部品外の3D形状として定義する。
② 各ゲージホールは『治具検具』として、個別の仕様ツリーとして定義する。
③ 座標系は車体の絶対座標値を持つ。（4つの治具）
④ 治具はHOOD PANEL F IN にセットされる。属性として持つ。

2. 断面（2D）状で詳細図を示す。
① アノテーションもあてる。（表示要求事項）

※この検証では、治具形状はゲージホールと同じ径とし、形状は問いませ
ん。また、ゲージピンの公差及びはめあいは考慮しません。

ゲージホール
（データムA）
ゲージホール
（データムA）

（非データム）（非データム）

（B）（B）

（C）（C）

Y方向（XZ）View
治具形状治具形状

Φ30 GH
(HOOD PNL F IN)

検証項目2. 補足

検証項目1. 補足

アノテーションアノテーション

検証上の補足 （検証要件 5）



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎の総合評価 5

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 11 その他

標準化課題 6 部品外形状

要件

H1 治具の設定指示をする

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

H2 断面（2D）状で詳細図が示せる

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

H3 ゲージピンと3DA組⽴図は区別されている

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

H4 ゲージホールの用途とゲージピンがリンク関係を持つ

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

検証要件毎のNX検証結果 5

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 11 その他

標準化課題 6 部品外形状

要件

H1 治具の設定指示をする ○ ○

H2 断面（2D）状で詳細図が示せる ○ ○

H3 ゲージピンと3DA組⽴図は区別されている ○ ○

H4 ゲージホールの用途とゲージピンがリンク関係を持つ ○ ○



Transition 3DAMS to JIS Task

Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.
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検証要件毎のCreo検証結果 5

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 11 その他

標準化課題 6 部品外形状

要件

H1 治具の設定指示をする ○ ○ ○

H2 断面（2D）状で詳細図が示せる ○ ○ ○

H3 ゲージピンと3DA組⽴図は区別されている ○ ○ ○

H4 ゲージホールの用途とゲージピンがリンク関係を持つ ○ ○ ○
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検証要件毎のCATIA検証結果 5

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 11 その他

標準化課題 6 部品外形状

要件

H1 治具の設定指示をする ○ ○ ○ ○

H2 断面（2D）状で詳細図が示せる ○ ○ ○ ○

H3 ゲージピンと3DA組⽴図は区別されている ○ ○ ○ ○

H4 ゲージホールの用途とゲージピンがリンク関係を持つ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Transition 3DAMS to JIS Task

検証上の補足
1. マスチック位置の設計変更

① 追加
② 廃止、追加

2. フードコンプルの組立てのため、④と⑤部品の設計変更をする。
① Φ6mmの穴を追加する（④⑤とも右図の位置）
② フードコンプルの組立図には、アノテーションで示す

検証項目1. 補足

検証項目2①. 補足

検証項目2②. 補足
溶接ボルト、ナットの2
つの下穴の中間位置に
6mm穴を設変で追加

検証要件6

分類 標準化課題 要件
補足

No No No

10 設計変更

1
設計変更の
表し方

H2
マスチックの設計変更について、設変前後の状態を
個別に切り替え表⽰ができる

基本は設変後とし、設変前は
ユーザー切り替えが出来ると良
い

4
子部品以下の部
品の設計変更

H1
構成部品の形状変更が組⽴図で追従するが、変
更された情報がわかりやすく表⽰されるとよい

※JIS要件の今後の検討課題
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検証要件毎の総合評価 6

項目 No. 内容

総合評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H2
マスチックの設計変更について、設変前後の状態を個別に
切り替え表⽰ができる

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

標準化課題 4 ⼦部品以下の部品の設計変更

要件 H1
構成部品の形状変更が組⽴図で追従するが、変更された
情報がわかりやすく表示されるとよい

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

NX Creo CATIA
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検証要件毎のNX検証結果 6

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H2
マスチックの設計変更について、設変前後の状態を個別に
切り替え表⽰ができる

○ ○

標準化課題 4 ⼦部品以下の部品の設計変更

要件 H1
構成部品の形状変更が組⽴図で追従するが、変更された
情報がわかりやすく表示されるとよい

○ ○
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検証要件毎のCreo検証結果 6

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H2
マスチックの設計変更について、設変前後の状態を個別に
切り替え表⽰ができる

○ ○ ○

標準化課題 4 ⼦部品以下の部品の設計変更

要件 H1
構成部品の形状変更が組⽴図で追従するが、変更された
情報がわかりやすく表示されるとよい

○ ○ ○
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検証要件毎のCATIA検証結果 6

項目 No. 内容

評価

表記 連携 工数

CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方
CAD
単独

PDM
単独

両方

分類 10 設計変更

標準化課題 1 設計変更の表し⽅

要件 H2
マスチックの設計変更について、設変前後の状態を個別に
切り替え表⽰ができる

○ ○ ○ ○

標準化課題 4 ⼦部品以下の部品の設計変更

要件 H1
構成部品の形状変更が組⽴図で追従するが、変更された
情報がわかりやすく表示されるとよい

○ ○ ○ ○
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Transition 3DAMS to JIS Task

以上


